
3839 建設業界 2019.5 2019.5建設業界

　

富
山
県
の
伏
木
富
山
港
は
、
本
州
日
本
海
沿
岸
の
ほ

ぼ
中
央
に
位
置
す
る
港
湾
。
能
登
半
島
に
抱
か
れ
る
よ

う
な
立
地
は
、
風
波
の
影
響
を
受
け
に
く
く
、
古
来
、

海
運
の
要
衝
と
し
て
栄
え
て
き
た
。
現
在
も
環
日
本
海
、

ア
ジ
ア
諸
国
に
開
か
れ
た
国
際
拠
点
港
湾
に
指
定
さ
れ
、

日
本
海
側
の
海
の
玄
関
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
港

域
は
、
伏
木
・
新
湊
・
富
山
の
三
地
区
か
ら
成
り
、
国

際
海
上
コ
ン
テ
ナ
、
国
際
フ
ェ
リ
ー
、
国
際
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ

船
、
外
航
ク
ル
ー
ズ
に
対
応
す
る
機
能
別
拠
点
港
に
も

選
定
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
三
港
域
の
中
央
に
位
置
す
る
新
湊
地
区
（
富
山

新
港
）
で
、
現
在
、
新
た
な
港
湾
整
備
が
展
開
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
伏
木
富
山
港
の
中
核
を
成
す
新
湊
地
区
の

国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
は
一
九
九
九
年
ま
で
に
水
深

マ
イ
ナ
ス
一
四
㍍
、
延
長
二
八
〇
㍍
の
岸
壁
が
整
備
さ

れ
、
そ
の
後
、
二
〇
一
一
年
に
水
深
マ
イ
ナ
ス
一
二
㍍

で
五
三
㍍
延
伸
、
現
在
三
三
三
㍍
の
総
延
長
で
コ
ン
テ

ナ
荷
役
に
対
応
し
て
い
る
。
し
か
し
、
近
年
、
外
貿
コ

ン
テ
ナ
の
取
扱
量
の
増
加
や
、
コ
ン
テ
ナ
船
の
大
型
化

が
進
行
し
、
既
存
の
岸
壁
で
は
対
応
が
困
難
に
な
っ
て

日
本
海
の
拠
点
港
の
機
能
強
化
を
目
指
す
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日
本
海
の
海
の
玄
関
に

 「
取
外
し
可
能
」な
桟
橋
を
造
る

伏
木
富
山
港（
新
湊
地
区
）岸
壁（
マ
イ
ナ
ス
一
二
㍍
）（
北
）築
造
工
事

万
葉
の
時
代
に
沿
岸
域
の
要
港
と
し
て
発
し
、江
戸
時
代
に
北
前
船
の
寄
港
地
と
し
て
栄
え
た
伏
木
富
山
港
。

大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
改
築
工
事
が
行
わ
れ
た
結
果
、ロ
シ
ア
、中
国
、韓
国
と
い
っ
た

環
日
本
海
諸
国
と
日
本
国
内
を
結
び
、内
外
貿
の
拠
点
港
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。

そ
の
新
湊
地
区
で
国
際
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
が
進
む
。

港
湾
機
能
の
強
化
の
み
な
ら
ず
、新
た
な
港
湾
土
木
技
術
の
検
証
に
挑
む
現
場
を
訪
ね
た
。

上／国際物流拠点として整備が進む伏木富山港の新湊地区。右下に見える新しい桟橋岸
壁では、3スパンのうちクレーン側の1スパンがほぼ完成、残る2スパンの施工が進む。
下／リプレイサブル床版を配置する桟橋の上部工も進行中だ。
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き
た
。
港
域
内
で
は
入
港
を
待
つ
貨
物
船
が
滞
船
す
る

こ
と
も
常
態
化
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
岸
壁
を
更
に

七
五
㍍
延
伸
し
、
大
型
コ
ン
テ
ナ
船
が
二
隻
同
時
に
接

岸
、
効
率
的
な
荷
役
を
可
能
と
す
る
マ
イ
ナ
ス
一
二
㍍

の
岸
壁
整
備
が
二
〇
一
六
年
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

現
場
を
取
り
仕
切
る
あ
お
み
建
設
㈱
の
寺
崎
勝
己
所

長
に
お
話
を
伺
っ
た
。「
新
湊
地
区
は
伏
木
富
山
港
の

中
で
も
最
大
の
港
域
で
す
。
貨
物
量
全
体
の
半
分
以
上

を
こ
こ
で
引
き
受
け
て
お
り
、
多
い
時
に
は
一
日
で
三
、

四
隻
の
船
が
入
港
し
ま
す
。
滞
船
の
解
消
、
港
湾
機
能

の
増
強
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
重
要
な
使
命
を
担
っ
た

港
湾
整
備
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」。
す
で
に
稼
働
し
て

い
る
隣
の
岸
壁
に
は
次
々
と
貨
物
船
が
接
岸
す
る
。
海

側
か
ら
作
業
船
で
施
工
す
る
際
に
は
、
作
業
を
中
断
す

る
な
ど
制
約
も
少
な
く
な
い
現
場
だ
が
、
一
日
で
も
早

い
供
用
を
目
指
し
、
急
ピ
ッ
チ
で
施
工
に
あ
た
っ
て
い

る
と
話
す
。

　

新
し
い
岸
壁
は
、
既
設
岸
壁
と
同
様
、
桟
橋
式
の
構

造
だ
。
海
中
地
盤
に
鋼
管
杭
を
打
設
し
、
上
部
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
頭
部
を
結
合
し
て
接
岸
力
、
牽
引
力
に
対
応

す
る
。
上
部
工
は
現
場
打
ち
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
加
え
、

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
床
版
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
る
。
七
五
㍍

の
延
伸
部
は
三
ス
パ
ン
に
分
割
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
う

ち
二
ス
パ
ン
が
あ
お
み
建
設
の
所
掌
だ
。
既
存
岸
壁
に

接
し
て
、
す
で
に
他
社
施
工
の
一
ス
パ
ン
分
の
岸
壁
が

る
。「
一
〇
年
ほ
ど
前
に
研
究
開
発
が
始
ま
っ
た
技
術

で
す
が
、
国
内
で
の
施
工
事
例
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
現
場
は
、
港
湾
土
木
技
術
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の

実
証
実
験
フ
ィ
ー
ル
ド
で
も
あ
る
ん
で
す
」。
支
承
部

の
ゴ
ム
の
配
置
な
ど
が
異
な
る
二
枚
の
リ
プ
レ
イ
サ
ブ

ル
床
版
を
設
置
し
た
後
に
、
そ
の
上
で
静
的
載
荷
実

験
・
動
的
載
荷
実
験
を
行
い
、
床
版
の
挙
動
を
確
か
め

る
。
リ
プ
レ
イ
サ
ブ
ル
床
版
に
は
セ
ン
サ
ー
が
取
り
付

け
ら
れ
、
こ
う
し
た
実
験
に
よ
っ
て
デ
ー
タ
を
取
り
、

新
た
な
技
術
の
有
効
性
を
検
証
す
る
と
い
う
。

　

現
場
で
は
隣
り
合
わ
せ
た
二
ス
パ
ン
で
そ
れ
ぞ
れ
配

筋
、
床
版
を
受
け
る
上
部
工
の
施
工
が
行
わ
れ
て
い
た
。

ほ
ぼ
完
成
、
こ
れ
に
接
続
す
る
よ
う
に
二
ス
パ
ン
、
約

五
〇
㍍
を
仕
上
げ
て
い
く
。「
全
体
で
二
四
枚
の
プ
レ

キ
ャ
ス
ト
床
版
を
製
作
、
据
え
付
け
て
い
き
ま
す
が
、

そ
の
う
ち
の
二
枚
は
『
リ
プ
レ
イ
サ
ブ
ル
床
版
』
と
い

う
、
取
り
外
し
可
能
な
部
材
で
施
工
し
ま
す
。
こ
の
現

場
の
最
大
の
特
徴
で
す
ね
」
と
寺
崎
所
長
は
説
明
す
る
。

　

通
常
の
桟
橋
は
点
検
時
に
海
上
や
水
中
か
ら
、
床
版

の
裏
側
、
つ
ま
り
海
面
側
を
覗
く
よ
う
に
確
認
す
る
こ

と
に
な
る
。
更
に
、
上
部
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
塩
害
に
よ

る
劣
化
が
生
じ
や
す
く
、
平
均
で
も
二
〇
年
か
ら
三
〇

年
ほ
ど
で
大
規
模
改
修
が
必
要
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。

リ
プ
レ
イ
サ
ブ
ル
床
版
は
、
文
字
通
り
取
り
外
し
、
置

き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
増
大
す
る
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
コ
ス
ト
削
減
の
切
り
札
と
し
て
期
待
さ
れ
て
いリプレイサブル桟橋施工イメージ図

港の荷役は施工中も継続される。
大型貨物船が隣接する岸壁に接岸
する際には、海側からの施工が困
難になる現場だ。安全対策、工程
管理が重要になる。

先に着手した端部のスパンが形になってきた。桟橋上部のこのマス目に、
これから床版を設置していく。

右／ヤード内には製作されたリプレイサブル床版が既に待機して
いた。
上左・上右／少しでもズレが生じると床版と座金、ボルトの収ま
りが困難になるため、施工は高い精度を必要とする。

工事概要

発 注 者：国土交通省 北陸地方整備局 伏木富山港湾事務所
受 注 者：あおみ建設株式会社 北陸支店
工 事 名：伏木富山港（新湊地区）岸壁（-12m）（北）築造工事
工　　期：2018年8月15日〜 2019年6月28日
工事場所：富山県射水市越の潟町地先

［ 撤 去 工 ］ 一式
［ 基 礎 工 ］ 49.4m
［ 被 覆 工 ］ 51.6ｍ
［桟橋上部工］ 50.0ｍ
［ 付 属 工 ］ 一式
［土留上部工］ 50.0m
［ 渡 版 工 ］ 50.0m
［ 防 食 工 ］ 一式
［ 付 帯 工 ］ 一式
［リプレイサブル桟橋上部工現地実証試験］一式

維
持
管
理
コ
ス
ト
削
減
の
切
り
札

置
き
換
え
可
能
な
床
版
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Qこの現場で発見したことは何ですか？

A 入社以来、主に太平洋側で海洋
土木に携わってきました。日本

あおみ建設株式会社
北陸支店 新湊上部作業所
所長

寺崎勝己
Katsumi Terazaki

することも困難です。干潮時に自ら目
視で施工状況を確認することが常識で
したから、潜水士さんからの報告をも
とに判断することに当初は戸惑いがあ
りました。施工の進め方も変えなけれ
ばなりません。現場のメンバーとのコ
ミュニケーションの重要性も再認識し
ました。今後の工事に生かすことので
きる貴重な体験をさせていただいてい
ると思っています。

海側の桟橋工事は、実は、今回が初め
てです。正直その干満の差に驚きまし
た。太平洋の海は干満差が2mほどあ
ることが普通です。ところが、ここ伏
木富山では30㎝ほど。同じ日本を取
り巻く海なのに、これほど海象が異な
るとは思ってもいませんでした。
　いわゆる潮間によって、工程を調整

塩害を抑制するためエポキシ樹脂塗装鉄筋を採用した。

　

桟
橋
の
梁
に
は
あ
ら
か
じ
め
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
別
途
製
作
し
た
床
版
を
据
え

付
け
る
こ
と
に
な
る
。
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
と
梁
、
床
版

の
干
渉
を
い
か
に
克
服
す
る
か
、
厳
格
な
施
工
管
理
が

求
め
ら
れ
る
。「
少
し
で
も
ず
れ
る
と
座
金
が
入
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
誤
差
は
一
〇
㍉
㍍
以
内
。

一
辺
が
約
五
㍍
を
超
え
る
ほ
ぼ
正
方
形
の
部
材
で
す
が
、

精
度
を
確
保
す
る
た
め
、
桟
橋
の
出
来
形
、
床
版
の
製

作
か
ら
据
え
付
け
ま
で
気
が
抜
け
ま
せ
ん
」
と
寺
崎
所

長
は
こ
れ
か
ら
始
ま
る
床
版
の
施
工
に
向
け
、
気
を
引

き
締
め
て
い
る
。

　

特
に
慎
重
さ
が
要
求
さ
れ
る
工
事
だ
が
、
寺
崎
所
長

は
自
ら
の
性
格
を
こ
う
話
す
。「
せ
っ
か
ち
な
性
分
な

ん
で
す
。
現
場
の
職
員
に
は
、
皆
ま
で
言
わ
ず
と
も
私

の
考
え
て
い
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
く
れ
て
い
る
だ
ろ
う

と
思
い
込
ん
で
、
パ
パ
ッ
と
話
を
し
て
し
ま
う
。
意
見

が
寄
せ
ら
れ
て
も
、
半
分
ぐ
ら
い
ま
で
聞
い
た
と
こ
ろ

で
『
い
い
か
ら
ヤ
レ
ッ
』
と
。
で
も
こ
れ
で
は
い
け
ま

せ
ん
。
丁
寧
に
話
を
聞
き
、
最
後
ま
で
落
ち
着
い
て
話

を
す
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
」
と
笑
い
な
が
ら
頭

来
形
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
海
中
の
状
況

も
含
め
、
潜
水
士
さ
ん
の
目
を
通
し
て
支
保
工
の
状
態

な
ど
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
密
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
子
細
な
確
認
を
繰
り
返
す
こ
と

が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
信
頼
関
係
が
大
切
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
」。

　

リ
プ
レ
イ
サ
ブ
ル
床
版
の
設
置
に
限
ら
ず
、
港
湾
土

木
は
海
上
施
工
と
い
う
現
場
の
特
殊
性
か
ら
、
安
全
に

特
化
し
た
慎
重
な
施
工
が
信
条
に
な
る
。
工
期
に
余
裕

が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
。
繊
細
か
つ
迅
速
な
施
工
が
、

日
本
海
測
の
物
流
拠
点
の
強
化
と
と
も
に
将
来
の
港
湾

土
木
技
術
の
進
化
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
。

を
か
い
た
。

　

職
員
は
四
名
体
制
。
そ
の
な
か
の
一
人
、
け
ん
せ
つ

小
町
の
水
上
柚
香
さ
ん
は
所
長
の
印
象
を
こ
う
明
か
す
。

「
せ
っ
か
ち
だ
と
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
優
し

く
厳
し
い
父
親
の
よ
う
な
存
在
で
、
職
員
や
職
長
さ
ん

の
間
で
も
話
し
や
す
い
所
長
さ
ん
だ
と
評
判
で
す
。
で

も
、
も
し
か
し
た
ら
自
ら
を
律
す
る
た
め
に
意
識
的
に

そ
う
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」
と
屈
託
の

な
い
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
た
。

　

取
材
時
は
潜
水
士
が
海
中
で
作
業
に
あ
た
っ
て
い
た
。

そ
の
様
子
を
見
な
が
ら
寺
崎
所
長
は
こ
う
話
す
。「
岸

壁
の
裏
側
に
は
海
面
が
迫
っ
て
い
て
、
自
分
の
目
で
出

上／陸側から型枠を設置してコンクリートを打設、桟橋上部の基礎を構築する。
下／工期を短縮するため1スパン目の施工中に、反対側の端部、3スパン目か
ら着工した。そのため、真ん中の2スパン目の支保工は水平方向に抜くことが
できない。支保工を短く加工し、一度海中に沈め垂直方向に撤去する工法を採
用した。

入社2年目の水上さんはここ
が3カ所目の現場。所長は大
らかな方で、現場もフランク
な雰囲気なので、仕事はとて
もやりやすいと話す。寺崎所
長も信頼を寄せている。

「
せ
っ
か
ち
な
所
長
」は
本
当
か
？


